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宇都宮牧場（大正３年）

　 宇  都  宮  仙  太  郎 は明治３５年、上白石（現在の菊水１
う つ のみや せん た ろう

～３条３～５丁目付近）にサイロなどを持つアメリ

カ式の牛舎を建て有畜農業・酪農業の草分けとなっ

た。これにより白石は北海道の先進農業の発信地と

なった。

白石村役場（大正時代）

　明治３５年、二級町村制施行により白石村・上白石

村が合併し、村議会・村長制に移行、白石村４７番地（現

在の本通１丁目）にあった白石村・上白石村戸長役

場を廃して白石村役場を開設した。写真は大正時代

のもの。

国道１２号（大正９年）

　白石の発展とともにあったこの道路は、道幅が現

在の半分であったが、入植当時から人々や馬車が往

来する中心道路であった。写真は、現在の環状線か

ら厚別方面に向いて写したもの（現在の本通１丁目

付近）。

札幌遊 廓 （大正１２年）
かく

　大正７～９年に薄野から現在の菊水２～５条の

１・２丁目に移転した札幌遊廓は通称白石遊廓と呼

ばれ、白石の市街化に重要な意味を持った。その後、

昭和３３年に売春防止法完全施行で姿を消すことと

なった。
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